
ノーモア  メガソーラー宣言 

～地域共生型の再エネ推進の決意を込めて～ 

 

吾妻連峰と阿武隈高地に囲まれた盆地に、信夫山や花見山などの里山が点

在し、花やくだもの畑が広がる田園風景は、福島市民の誇りであり、心に刻み

込まれたふるさとの光景です。 

しかしながら、山あいに大規模太陽光発電施設の設置が相次ぎ、森林の伐採

や用地造成によって、景観が悪化してきています。そればかりか、保水機能の

低下によって災害の発生が危惧され、地域の安全性に対する市民の懸念も高

まっています。 

私たちは、市民生活の安全安心を守り、ふるさとの景観を地域の宝として次

世代へ守り継いでいかなければなりません。 

福島市は、災害の発生が危惧され、誇りである景観が損なわれるような山地

への大規模太陽光発電施設の設置をこれ以上望まないことをここに宣言しま

す。設置計画には、市民と連携し、実現しないよう強く働きかけていきます。 

一方、地球温暖化の防止は、私たちの未来を守る喫緊の課題です。「福島市

ゼロカーボンシティ宣言」に掲げる２０５０年度の温室効果ガス排出量実質

ゼロを目指し、徹底した省エネルギー・省資源化に取り組むとともに、次世代

技術も導入しながら、本市の実情に応じ、地域と共生する再生可能エネルギー

事業を積極的に進めていくことを合わせて宣言します。 
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